
人
が
集
ま
る
「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」

シ
ー
サ
イ
ド
も
も
ち

部会だより（考古・古代・中世・近世・近現代・民俗）

「新修 福岡市史」ナナメ読み 連載コラム「タイムマシンでとなりの駅へ」

連載コラム「福岡市史への歩み」
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海
だ
っ
た
ま
ち

　
「
シ
ー
サ
イ
ド
も
も
ち
」
は
、
中
央
区
地じ

行
ぎ
よ
う

浜は
ま

と
早さ

わ

良ら

区
百も

も

道ち

浜は
ま

と
を
合
わ
せ
た
地
域
の
愛
称
で
す
。
昭
和

六
十
一
（
一
九
八
六
）
年
に
こ
の
名
が
決
ま
り
、
今
年
で

ち
ょ
う
ど
三
〇
年
を
迎
え
ま
し
た
。
海
を
埋
め
立
て
て
つ

く
ら
れ
た
ま
ち
で
す
が
、
か
つ
て
は
海
水
浴
場
と
し
て
賑に
ぎ

わ
っ
た
場
所
で
す
の
で
、
海
だ
っ
た
頃
の
景
色
を
ご
記
憶

の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
地
域
の
海
水
浴
場
と
し
て
の
利
用
は
古
く
、
明

治
時
代
の
終
わ
り
に
は
、
近
隣
の
学
校
が
水
泳
の
授
業

を
し
て
い
た
こ
と
が
、
当
時
の
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

娯
楽
施
設
と
し
て
の
海
水
浴
場
が
先
に
開
か
れ
た
の
は
、

地
行
の
方
で
し
た
。
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
、
路
面
電

車
を
運
営
す
る
九
州
電
灯
鉄
道
（
旧 

福
博
電
気
軌
道
）
が

納
涼
場
を
開
設
し
、
水
泳
場
を
も
う
け
ま
し
た
。
同
社
は
、

近
く
の
伊い

崎ざ
き

浦
（
西
公
園
下
一
帯
）
で
、
す
で
に
海
水
浴
場

の
経
営
経
験
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

百
道
海
岸
に
福
岡
日
日
新
聞
社
が
海
水
浴
場
を
開
設
す

る
の
は
、
そ
の
三
年
後
の
こ
と
で
す
。
開
設
当
初
は
、
海

に
向
か
っ
て
の
び
る
大
桟
橋
を
境
に
、
東
側
の
海
を
男
性

用
、
西
側
の
海
を
女
性
用
に
分
け
て
い
ま
し
た
。
海
上
に

は
滑
り
台
・
飛
び
込
み
台
・
水
上
土
俵
な
ど
の
遊
具
を
備

え
、
陸
に
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
ビ
ア
ホ
ー
ル
な
ど
も
あ
り

ま
し
た
。
時
に
は
花
火
大
会
も
開
か
れ
る
な
ど
、
毎
夏
、

白は
く

砂し
や

青せ
い

松し
よ
うが
美
し
く
カ
ー
ブ
を
描
く
こ
の
地
域
は
、
大
変

な
賑
わ
い
を
見
せ
た
そ
う
で
す
。

 

意
外
に
古
い
埋
め
立
て
計
画

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
日
本
が
高
度
経
済
成
長
を
見
せ

る
な
か
、
福
岡
市
は
工
業
を
強
化
し
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の

建
設
を
目
指
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
増
え
続
け
る
都
市

人
口
に
備
え
る
必
要
に
も
迫
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
う

し
た
な
か
で
、
博
多
港
の
開
発
計
画
の
一
つ
と
し
て
、
百

道
地
区
の
埋
め
立
て
が
現
れ
て
き
ま
す
。

　

昭
和
三
十
五
年
、
国
の
港
湾
審
議
会
に
よ
る
港
湾
計
画

に
（
当
時
の
博
多
港
は
重
要
港
湾
に
指
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、

国
で
港
湾
計
画
が
審
議
さ
れ
た
）、
百
道
地
区
の
一
二
九
万

平
方
メ
ー
ト
ル
の
埋
め
立
て
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
る
と
、
博
多
湾
を
広
く
埋
め
立
て
て
臨
海
工
業
地

帯
を
つ
く
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
、
そ
の
な
か
で
百
道
地
区

人
が
集
ま
る
「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」

シ
ー
サ
イ
ド
も
も
ち

文＝市史編さん室

海
を
埋
め
立
て
て
つ
く
ら
れ
た

新
し
い
ま
ち
「
シ
ー
サ
イ
ド
も
も
ち
」。

個
性
的
な
の
は
、
そ
の
姿
だ
け
で
は

な
い
よ
う
で
す
。

博多湾

室
見
川

樋
井
川

地行浜

百道浜

菰
川福岡

都市
高速
道路

よか
トピ
ア通
り

西新駅

藤崎駅

唐人
町駅
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　 閉館前日、平成28年3月30日のホークスタウ
ンの西側。シーサイドももちを訪れる海外からの
観光客を乗せたバスが次々に発着していた
　シーサイドももちのガイドマップ。シーサイド
ももちの要所のほか、最寄り駅である地下鉄唐人
町駅・西新駅・藤崎駅前にも置かれている。いず
れも地行浜（中央区）と百道浜（早良区）とをあわ
せて、区境を越えた一つのまち「シーサイドもも
ち」として案内しているのが特徴。観光地らしく、
公共交通や文化施設などが 3カ国語で記されて
いる
　 海浜公園は観光客だけではなく、日々の散歩や
ジョギングにも利用されている
　シーサイドももちのいたる所に見られる花壇。
地域住民によって育てられる季節の花々が、訪れ
る人々の目を楽しませている

の
埋
め
立
て
地
は
、
新
し
い
工
業
地
帯
で
働
く
人
々
を
含

め
た
人
口
増
加
に
応
じ
る
、
住
宅
地
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
港
湾
計
画
は
、
翌
年
に
福
岡
市
が
は
じ
め
て
作
成

し
た
「
福
岡
市
総
合
計
画
」
に
も
記
載
さ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
は
、
百
道
地
区
の
埋
め
立
て
は
、
福
岡
市
の
住
宅
難

を
解
消
し
、
か
つ
職
住
近
接
の
理
想
に
も
か
な
う
と
説
明

さ
れ
て
い
ま
す
（
当
時
、
住
宅
地
を
増
や
す
た
め
に
全
国
各

地
で
つ
く
ら
れ
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
職
場
と
住
宅
が
遠
い

こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
）。　

　

な
ぜ
広
い
埋
め
立
て
地
の
な
か
で
、
特
に
百
道
地
区
が

住
宅
地
に
割
り
当
て
ら
れ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
す
で
に
昭
和
十
年
に
、
百
道
が
自
然
の
美
し
さ

を
保
護
す
る
「
風ふ
う

致ち

地
区
」
に
指
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、

「
福
岡
市
総
合
計
画
」
の
別
の
箇
所
で
は
、
元げ
ん

寇こ
う

防ぼ
う

塁る
い

が

残
り
、
玄げ
ん

海か
い

国
定
公
園
に
も
連
な
る
博
多
湾
西
側
の
自
然

を
残
し
た
い
と
述
べ
て
い
る
こ
と
が
、
背
景
に
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。　

 

社
会
の
変
化
に
こ
た
え
る

　

昭
和
四
十
年
代
に
入
る
と
、
福
岡
市
は
工
業
化
で
は
な

く
、
商
都
と
し
て
の
道
を
選
び
、
大
工
場
が
並
ぶ
臨
海
工

業
地
帯
は
計
画
か
ら
消
え
ま
し
た
が
、
都
市
人
口
の
増
加

は
変
わ
ら
ず
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
高
度
経
済
成

長
期
は
、
海
の
汚
染
が
深
刻
化
し
た
り
、
余
暇
の
過
ご
し

方
が
多
様
化
し
た
り
し
た
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
百
道

むかし
　シーサイドももちが、まだ海だった頃。毎年夏になると、多くの海水浴客で賑わった。
この写真は昭和 11（1936）年発行の『福岡市案内』に掲載されたもの。奥には大桟橋
が見える
　 昭和 35年に百道海水浴場で開催された盆踊り大会
　 埋め立て直後のシーサイドももち。下は同位置から見た現在の様子（愛宕神社〈西
区〉の境内より撮影）

1990年代
西新通り交差点の一角の移り変わり。
アジア太平洋博覧会が終了すると、劇
団四季のミュージカル「キャッツ」の
公演会場として使われた（  ）。その人
気から、公演は平成 2（1990）年 4 月
20日から 11月19日までのロングラ
ンとなった。跡地には、平成 7年にレ
ストラン「カーニバルプラザ」が開業
（  ）。同年にその西側で営業を始めた
スーパー「ボンラパス」は、平成10
年に「カーニバルプラザ」が閉店する
と、現在の場所に移った。埋め立てか
ら 30 年というわずかに思える時間で
も、まちは違った顔を見せてきた

いま
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の
美
し
い
海
岸
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
景
色
が
広
が
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
、
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る

福
岡
タ
ワ
ー
が
完
成
す
る
と
、ア
ジ
ア
太
平
洋
博
覧
会（
よ

か
ト
ピ
ア
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
☟
五
ペ
ー
ジ
）。
博
覧

会
の
終
了
後
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
が
本
格
化
し
、
学
校
・

博
物
館
・
図
書
館
と
い
っ
た
「
学
ぶ
」、
ソ
フ
ト
リ
サ
ー

チ
パ
ー
ク
を
は
じ
め
と
す
る
「
働
く
」、マ
リ
ゾ
ン
や
ド
ー

ム
型
球
場
（
現 

福
岡
ヤ
フ
オ
ク
！
ド
ー
ム
）
な
ど
の
「
楽

し
む
」
た
め
の
建
物
が
立
ち
並
び
、
こ
れ
に
領
事
館
・
病

院
・
放
送
局
や
、
公
園
・
緑
地
・
都
市
高
速
道
路
な
ど
も

加
わ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
顔
を
持
つ
ま
ち
が
で
き
あ
が
り

ま
し
た
（
☟
六
・
七
ペ
ー
ジ
）。

　
「
住
む
」
た
め
の
住
宅
も
、
著
名
な
建
築
家
ら
に
よ
っ

て
個
性
的
な
形
の
も
の
が
つ
く
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

の
な
か
に
は
、
福
岡
が
古
く
か
ら
海
に
開
か
れ
た
都
市
で

あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
陽
当
た
り
の
面
で
は
さ
け
ら
れ
る

こ
と
の
多
い
北
側
（
海
側
）
に
住
空
間
を
開
い
て
設
計
さ

れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
海
を
活
か
し
な
が
ら
で
き
あ
が
っ
た
「
シ
ー

サ
イ
ド
も
も
ち
」
は
、
今
で
は
博
多
や
天
神
と
な
ら
ぶ
福

岡
市
の
顔
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

珍
し
い
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　

近
年
、
高
度
経
済
成
長
期
に
つ
く
ら
れ
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
は
、
住
人
の
世
代
交
代
の
時
期
を
迎
え
、
人
の
行
き
来

が
減
り
、
活
気
が
薄
れ
て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。と
こ
ろ
が
、後
発
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
は
い
え
、「
シ
ー

サ
イ
ド
も
も
ち
」
は
「
住
む
」
だ
け
で
は
な
い
、
毎
日

出
勤
す
る
「
働
く
」
ま
ち
、「
学
ぶ
」
た
め
に
通
う
ま
ち
、

国
内
外
か
ら
の
観
光
客
や
娯
楽
を
求
め
る
人
び
と
が
「
楽

し
む
」
ま
ち
と
し
て
、
元
気
な
姿
を
見
せ
て
い
ま
す
。
こ

こ
は
日
々
、
人
が
集
ま
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
な
の
で
す
。
こ

れ
は
全
国
的
に
見
て
、
ま
れ
な
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
姿
で

し
ょ
う
。「
住
む
」
人
々
も
、
防
犯
や
清
掃
活
動
、
花
づ

く
り
に
代
表
さ
れ
る
景
観
の
美
化
な
ど
、
外
か
ら
来
る
人

を
意
識
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
共
同
し
て
行
っ
て
お
り
、
そ

れ
が
住
人
ど
う
し
の
結
び
つ
き
を
深
め
る
こ
と
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
ま
ち
で
あ
る
た
め
、
歴
史
が
な
い
と
も

考
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
の
計
画
過
程
も
ま
ち
の
歴
史

の
一
つ
と
い
え
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
都
市
と
し
て
成
長
し

て
い
く
福
岡
市
の
社
会
状
況
が
、
随
時
反
映
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
古
く
は
元
寇
防
塁
、
新
し
く
は
白
砂
青

松
の
海
水
浴
場
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
海
と
と
も

に
生
き
て
き
た
福
岡
の
長
い
歴
史
が
お
お
い
に
参
照
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
「
シ
ー
サ
イ
ド
も
も
ち
」
は
、
福
岡
の
歴

史
を
一
気
に
読
み
込
ん
で
で
き
た
ま
ち
と
も
い
え
る
で

し
ょ
う
。「
上
書
き
都
市
」
福
岡
の
ま
ち
ら
し
く
、
一
見

す
る
と
都
会
的
で
新
し
い
そ
の
姿
の
な
か
に
も
、
た
く
さ

ん
の
「
歴
史
」
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

の
海
水
浴
場
で
も
、
進
行
す
る
水
質
の
悪
化
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
の
変
化
を
反
映
し

て
、
昭
和
四
十
六
年
の
「
福
岡
市
総
合
計
画
」
の
改
訂
で

は
、
百
道
地
区
の
埋
め
立
て
地
に
、
住
宅
難
の
解
消
に
加

え
、
臨
海
遊
歩
道
お
よ
び
人
工
海
浜
に
よ
る
美
し
い
海
岸

線
の
回
復
や
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
区
と

し
て
の
利
用
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
昭
和
四
十
七
年
の
国
の
港
湾
審
議
会
に
お
い

て
、
埋
め
立
て
面
積
が
地
行
・
百
道
地
区
の
一
四
〇
万
平

方
メ
ー
ト
ル
と
さ
れ
、
今
と
ほ
ぼ
同
じ
規
模
に
な
り
ま
し

た
。
昭
和
五
十
一
年
の
「
福
岡
市
総
合
計
画
」
の
改
訂
で

は
、
こ
の
地
区
を
「
地
行
・
百
道
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」
と
称

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
の
ち
に
は
、
国
際
化
や
情
報
化
に

応
じ
る
ま
ち
と
も
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
う
し
て
い
る
間
の
昭
和
五
十
年
に
は
、
水
質

悪
化
に
よ
っ
て
、
長
年
親
し
ま
れ
た
百
道
海
岸
の
海
水
浴

場
は
つ
い
に
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

 

海
を
活い

か
す

　

昭
和
五
十
七
年
に
始
め
ら
れ
た
埋
め
立
て
工
事
は
、
同

六
十
一
年
に
完
了
し
ま
し
た
。
人
工
海
浜
に
は
、
当
初
、

南
北
二
〇
メ
ー
ト
ル
幅
で
東
西
に
の
び
る
緑
地
帯
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
、
倍
の
四
〇
メ
ー
ト

ル
幅
に
ま
で
増
や
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
、
民
間

の
「
は
か
た
夢
松
原
の
会
」
の
協
力
に
よ
っ
て
、
計
画
よ

り
も
多
く
の
ク
ロ
マ
ツ
が
植
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
か
つ
て
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http://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp/handle/2324/1470649/eng1595.pdf）●岡道也「福岡の都市空間（その 1～ 5）」（『URC 都市科学』52～ 56、福岡都市科学研究所、2002 ～ 2003 年）●金炯冀・出口敦「博多湾臨海部における土地利用の変
遷過程と計画課題」（『九州大学大学院人間環境学研究院紀要 都市・建築学研究』19、2011 年）●篠原雅武『生きられたニュータウン─未来空間の哲学─』（青土社、2015 年）●『shoei yoh 1970-2000─葉祥栄の建築─』（かたりべ文
庫、2000 年）●「特集 海上公園の役割と展望」（『都市公園』208、東京都公園協会、2015 年）●「特集 町づくりとしての博覧会─横浜博・よかトピア─」（『新建築』64-5、新建築社、1989 年）●『西日本鉄道百年史』（西日本鉄道株式会社、
2008 年）●『博多港史─開港百周年記念─』（福岡市港湾局、2000年）●『福岡市史 第 11巻・昭和編続編（3）』（福岡市役所、1992 年）●『福岡市史 昭和編資料集・続編（1）』（福岡市役所、1997 年）●福岡市博物館長（有馬学）ブログ
（2015年10月1日／http://fcmuseum-arima.blogspot.jp/）●「特集 水辺都市」『FUKUOKA STYLE』Vol.1（福博綜合印刷株式会社、1991年）●『毎日グラフ』（1989年8月27日号、毎日新聞社、1989年）●宮脇檀建築研究室編『コモンで街をつくる─宮脇
檀の住宅地設計─』（丸善プラネット株式会社、1999年）●三浦紀之「水辺都市・福岡の試み」（『FRONT』6-4〈通巻64〉、リバーフロント整備センター、1994年）●森田昌嗣ほか「サザエさん通り」のまちづくりデザイン─福岡市早良区での産学官
民協働による取組を事例として─」（『芸術工学研究』24、2016年）【写真転載】P.3 ①　『福岡市案内』（博多商工会議所、1936年）●P.5 中段②・④　『アジア太平洋博覧会─福岡 '89 公式記録』（財団法人 アジア太平洋博覧会協会、1990
年）●P.5 上段空撮写真　『福岡県航空写真集 ふるさと飛行　平成元年版』（西日本新聞社、1989年）●P.5 中段⑤　『アジア太平洋博ニュース夢かわら版 '89 保存版』（財団法人 アジア太平洋博覧会協会、1989 年）【図版作成】P.5 
よかトピア会場図下図　馬場昭夫／会場図　『アジア太平洋博覧会─福岡 '89 公式記録』会場全体図・『福岡県航空写真集 ふるさと飛行　平成元年版』を基に市史編さん室にて作成●P8. シーサイドももちMAP　ピー
アンドエル【写真所蔵】株式会社ダスキン　P.3 ⑤●駐福岡大韓民国総領事館　P.6 ◎印●西日本新聞社　P.3②／ P.5 中段③●福岡市博物館　P.3 ③・④・P.5 中段① 【協力】学校法人西南学院●地行浜一丁
目町内会●福岡市南当仁公民館●福岡市百道浜公民館●福岡市立百道浜小学校●三浦紀之建築工房●百道浜校区自治協議会                                                          ※ 記載した以外の写真は、すべて市史編さん室所蔵
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「アジア太平洋博覧会─福岡 '89」（愛称：よかトピア）は、「新
しい世界のであいを求めて」をテーマに開かれた博覧会です。
シーサイドももちを会場に、1989 年 3 月 17 日から 9 月 3
日まで 171日間にわたって開催されました。
会場内の「アジア太平洋ゾーン」では、福岡タワーを中心に川
がめぐり、アジア太平洋地域の樹木が茂るなか、アジア太平洋
諸国の歴史や文化が体験できました。また、その周囲に配置さ
れた「パビリオンゾーン」では、未来社会にふれられるハイテ
クな展示が人気を博しました。
会場内では展示だけではなく、イベントも積極的に開かれ、各
パビリオンのものも含めると、その公演回数は 8000 回をはる
かに超えました。約823万人が訪れた「よかトピア」の期間は、
福岡市中がお祭りのようでした。

博覧会の様子

隠れた「よかトピア遺産」　 博覧会の様子
　 大きなアーチが印象的だった南ゲート。アジア太平洋諸国との交流の架け橋をイメージしていました。南ゲートから福岡タワーへと続くメー
ンストリートは、現在の福岡市博物館と福岡市総合図書館の間の道（サザエさん通り）にあたります。今も残る小川「せせらぎ」や、モニュ
メント「ウォーターランド」（製作：菊竹清文）が、当時の様子を伝えています   　 東ゲートとプレイランドの間は「ガイドウェイバス」が
結んでいました。道路ではバス、軌道上では電車として走行し、会期中約 88万人が利用しました   　 メーンストリートを福岡タワーに向かっ
てまっすぐ歩き、スリランカのお祭りで飾られる「パンドール」をくぐると、「であいの広場」が目の前に広がります。広場は連日イベント
で賑わいました。5 月 3 日・4 日はどんたく舞台ももうけられ、延べ 3,500人のどんたく隊が参加しました   　 オーシャンライナー。樋井川
河口に渡船場をもうけ、博覧会場と海の中道を 15 分で結んでいました。現在もマリゾンと海の中道との間には、「うみなかライン」が運航し
ています   　 西部ガスミュージアム（設計：葉デザイン事務所）。自然現象と科学・アートを結びつけた展示が行われました。博覧会終了後
も文化施設として残され、その独特な形の建物は、ながらくシーサイドももちの顔の一つでした（2003 年に閉館）

隠れた「よかトピア遺産」
福岡タワーや、南ゲート跡に残るモニュメント「ウォーターランド」（　）だけではなく、シーサイドももちには、隠れた「よかトピア遺産」
があります。たとえば、シンボルマーク。よかトピア橋の欄干（　）、福岡タワーに通じる石畳（　）、百道浜地区の歩道の赤いタイル（　）には、
今でもこっそりとよかトピアのマークが隠れています（　は「世界の建築家通り」や、山王病院前などに多く点在）。現在、百道中央公園の北
東隅に置かれている五円玉のように穴が開いた丸い石（　）は、ミクロネシア連邦ヤップ島の石貨で、とうきゅうトロピカル・ビレッジに展
示されていたものです。直径3m、重さは 4トンもあります。福岡タワー前と百道中央公園にある時計塔（　・　）や、海浜公園のトイレ（　）も、
もともとは博覧会で使用されていました。ほかにもまだまだたくさん。シーサイドももちを歩く際には、ぜひ探してみて下さい。

ドンジ ラニューニュージニ ンンジジ ランドジ 館ニュージーランド館

アジア太平洋博覧会―福岡‘89よかトピア（1989年）アジア太平洋博覧会―福岡‘89よかトピア（1989年）

博覧会の施設博覧会の施設

当時からあった建物当時からあった建物

住宅環境展住宅環境展

21世紀の街なみ展21世紀の街なみ展



シーサイドももちアルティコートA
（世界の建築家通り：出島寛棟） ★

1989 年竣工

シーサイドももちアルティコートB
（世界の建築家通り：美川淳而・鮎川透棟） ★

1988 年竣工

インターナショナルスクール別館
（世界の建築家通り：黒川紀章棟） ★

1988 年竣工

シーサイドももち
ヴェルデコート
1989 ～ 1992 年竣工

福岡ヤフオク！ドーム ★
1993 年竣工

アトモスももち
1993 年竣工

駐福岡大韓民国総領事館 ★
1990 年竣工

九州医療センター
1994 年竣工

百道浜 3号緑地
入江の広場 ★

1993 年竣工

福岡国際医療福祉学院
2008 年竣工

グランドメゾン百道浜
オーシャン＆フォレスト

2010 年竣工

グランドメゾン百道浜テラス
2009 年竣工

百道浜クリニックゾーン
1991 年竣工

ジーニス百道ビル（世界の建
築家通り：葉祥栄棟） ★

1989 年竣工

（株）ベガ（世界の建築家通り：
木島安史棟） ★
1989 年竣工

福岡市民防災センター
1992 年竣工

九州大学産学官連携
イノベーションプラザ

2001 年竣工

ホークスタウンモール
2000 ～ 2005 年竣工

（2016 年閉館）

百道浜 2号緑地
海と太陽の広場 ★

1991 年竣工

RKB放送会館
1996 年竣工

Mタワー
1996 年竣工

ももち福祉プラザ
1994 年竣工

山王病院
2009 年竣工

シャトレ シーサイド百道
1995 年竣工

市立福岡中央特別支援学校
1994 年竣工

TNC放送会館 ★
1996 年竣工

グランドメゾン百道浜Villa
2012 年竣工

ももちはま保育園
（竣工時はシーサイドカフェ dart）

1995 年竣工

 ★

地行浜西公園
1990 年竣工

百道浜東公園
芝とふじの公園

1990 年竣工

シーサイドももち
サウスステージ
1990 ～ 1991 年竣工

山王病院 遊歩道
2009 年竣工

愛宕大橋
1995 年竣工

んあります。また公園・緑地や公開空地が多
つが徐々に積み重なることで、今のまちの景
を一から追うことができるのも、新しくでき
ドももちの景色がどのようにできてきたか、
時間にそって並べなおすと、また違ったよう

メントのまちでもあります。それらは、形も、
ないと見過ごしてしまうものもあります。こ
た。8ページの地図には、番号やイラストで
サイドももちを歩く際にぜひ探してみてくだ

★ = 福岡市都市景観賞受賞
※ 各団体の年史・各種住宅地図・不動産情報等を参考に作成

（個人住宅については割愛した）

百道浜 4丁目住宅地区 ★
1988 年建築開始

福岡エネルギーサービス
ももち第 2熱源センター

1993 年竣工

福銀シーサイドセンター
NBCシーサイドビル

1994 年竣工

福岡市発達教育センター
1995 年竣工

ネクサス百道
レジデンシャルタワー公開空地

1996 年竣工

福岡都市高速道路
百道―福重
2001 年供用開始

百道静松苑
2001 年竣工

百道浜バスターミナルビル
2002 年竣工

西南学院
小学校・中学校・高等学校

2003 年～ 2010 年竣工

北キツネの大好物 福岡タワー店
（竣工時は ROYAL）

1995 年竣工

みぞえアートギャラリー ★
2008 年開館

※ 2　

九州電力百道変電所
1994 年竣工

ネクサス百道
レジデンシャルタワー ★

1996 年竣工

プライムメゾン百道浜
1996 年竣工

NEC九州システムセンター
1996 年竣工

マリゾン ★
1989 年竣工

福岡市博物館 ★
1989 年竣工

（竣工時はよかトピアテーマ館／1990年開館）

よかトピア橋
1989 年竣工

福岡都市高速道路
百道―西公園
1989 年供用開始

中華人民共和国駐福岡
総領事館 ★
1989 年竣工

中央警察署
地行浜連絡派出所

1989 年竣工

百道浜小学校 ★
1993 年竣工

◎

地行浜 1丁目住宅地区
1989 年建築開始

ボンラパス 百道店
2001 年竣工
（1995 年開店）



ネクサス百道 S（世界の建築家
通り：スタンリー・タイガーマン棟） ★

1989 年竣工

百道浜公民館
1990 年竣工

シーサイドももち
アクアコート ★

1993 年竣工

シーサイドももち
センターステージ
1994 ～ 1996 年竣工

シーサイドももちセンター
ステージ エアロギャラリー

1994 年竣工

ネクサスシーサイド百道
1994 年竣工

ヒルトン福岡シーホーク ★
1995 年竣工

グランドメゾン百道浜
2007 年竣工

百道 2号緑道
1987 年竣工

県百道浜職員住宅
1994 年竣工

早良警察署 百道浜交番
1999 年竣工

シーサイドももち
クリスタージュ

1992 年竣工

アンペレーナ百道
2008 年竣工

早良消防署
1988 年竣工

百道浜パークハウス
1998 年竣工

百道浜北公園
1993 年竣工

百道浜パークハウス
公開空地
1998 年竣工

なぎさ橋
1988 年竣工

九電工 百道地区営業所
（竣工時は ohオルゴール）

1994 年竣工

アンペレーナ百道 公開空地
2008 年竣工

 ★ ★

百道浜中公園
1993 年竣工

福岡市総合図書館
1995 年竣工
（1996 年開館）

シーサイドももちには個性的な建物がたくさ
いのも、その特徴の一つです。それら一つ一
色ができました。そうした景色ができた順番
たまちならではのこと。ここでは、シーサイ
順番に並べてみました。見慣れた街の景色も
に見えてきます。
そして、シーサイドももちはアートやモニュ
大きさも、内容もさまざま。よく目をこらさ
のページの上下には代表的なものを並べまし
そのおおまかな位置を記していますので、シー
さい。

百道浜橋
1987 年竣工

地行浜橋
1988 年竣工

 

百道中央公園
1988 年竣工

ネクサス百道M（世界の建築家
通り：マイケル・グレイヴス棟） ★

1989 年竣工

百道浜西緑地
1989 年竣工

AI ビル
1998 年竣工

百道タワー 公開空地
2004 年竣工

福岡市医師会 看護専門学校
福岡市急患診療センター

1992 年竣工

ふれあい橋 ★
1993 年竣工

地行中央公園 ★
1994 年竣工

国際医療福祉大学
（竣工時はパナソニック九州マルチメディアセンター）

1996 年竣工

日立九州ビル
1996 年竣工

日立九州ビル 遊歩道
1996 年竣工

福岡システム LSI
総合開発センター

2004 年竣工

百道浜 1号緑地
1989 年竣工

百道浜西公園
1989 年竣工

百道タワー
2004 年竣工

AIT ビル
1996 年竣工

福岡市保健環境研究所
まもるーむ福岡

1997 年竣工

ツインズももちビル
1996 年竣工

福岡SPRセンタービル
1996 年竣工

富士通九州R&Dセンター
1996 年竣工

福岡百道浜郵便局
1995 年竣工

シーサイドももち海浜公園 
地行浜地区 ★

1989 年竣工

シーサイドももち
地行浜地区 松原と遊歩道　　　

1989 年竣工

シーサイドももち
百道浜地区 松原と遊歩道　　　

1989 年竣工

シーサイドももち海浜公園 
百道浜地区 ★

1989 年竣工

スリーMハイツ
1989 年竣工

シーサイドももち
イーストステージ

1989 年竣工

シーサイドももち
イーストステージ広場

1989 年竣工

百道 1号緑道
1988 年竣工

ザ・レジデンシャル
スイート福岡 ★

1992 年竣工

福岡タワー ★
1989 年竣工

サンティパークももち
1995 年竣工

福岡市こども総合相談センター
えがお館
2003 年竣工
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『福岡市史 昭和編資料集・続編（1）』（福岡市役所、1997年）
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市
内
の
遺
跡
を
福
岡
市
文
化
財
部
が
調
査
し
た
際
、

そ
こ
か
ら
出
土
し
た
遺
物
な
ど
は
、
ま
ず
発
掘
調
査
報

告
書
の
作
成
を
経
て
整
理
さ
れ
、
写
真
や
図
面
、
記
録

類
な
ど
と
と
も
に
博
多
区
井い

相そ
う

田だ

の
福
岡
市
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
に
収
蔵
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
他
の
自
治

体
や
研
究
機
関
な
ど
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た

場
合
や
、
発
掘
調
査
以
外
で
収
集
さ
れ
た
遺
物
な
ど
の

場
合
、
福
岡
市
以
外
の
機
関
が
資
料
を
所
蔵
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
平
成
三
十
二
年
刊
行
の
『
資
料
編 

考
古
2
』
で
は
、
こ
の
よ
う
な
福
岡
市
以
外
が
所
蔵
・

保
管
し
て
い
る
福
岡
市
内
遺
跡
の
資
料
情
報
を
集
め
て

収
録
す
る
予
定
で
す
。

　『
資
料
編 

近
世
3
』
の
掲
載
予
定
史
料
の
な
か
に
、

「
長な

が

政ま
さ

公こ
う

御ご

入に
ゆ
う

国こ
く

よ
り
二に

百ひ
や
く

年ね
ん

町ま
ち

家や

由ゆ
い

緒し
よ

記き

」
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
史
料
は
黒
田
長
政
が
筑
前
へ
入
国

し
て
二
百
年
を
迎
え
る
節
目
に
際
し
て
、
寛か

ん

政せ
い

十
二

（
一
八
〇
〇
）
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
福
岡
・

博
多
の
町
人
の
う
ち
、「
次
第
」
の
あ
る
四
七
家
か
ら

提
出
さ
れ
た
各
家
の
由
緒
や
、
そ
の
家
で
所
蔵
す
る
史

料
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
聞
い
た
だ
け
で
も
、
ど
う
し
て
四
七
家
な

の
？

　
こ
こ
で
い
わ
れ
て
い
る
「
次
第
」
と
は
何
？

　

な
ど
気
に
な
る
点
が
…
…
。
現
在
鋭
意
編
集
中
で
す
の

で
、
そ
の
答
え
は
刊
行
後
に
じ
っ
く
り
と
ご
確
認
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　『
資
料
編 

古
代
』
に
掲
載
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
の
史
料
を
集
め
て
い
ま
す
。
少
し
変
わ
っ
た
と
こ

ろ
で
は
、
仏
典
の
奥
書
も
そ
の
一
つ
で
す
。
た
と
え
ば
、

西
教
寺
（
滋
賀
県
大
津
市
）
の
『
両

り
よ
う

巻か
ん

疏そ

知ち

礼れ
い

記き

』
に
は
、

〝
こ
の
本
は
太
宰
府
の
有う

智ち

山や
ま

明
光
房
に
あ
っ
た
「
唐

本
」
を
、
永え

い

久き
ゆ
う

四
（
一
一
一
六
）
年
に
書
写
し
た
も
の

で
あ
る
〞
と
い
っ
た
奥
書
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は「
博

多
津
唐と

う

房ぼ
う

」の
記
載
も
見
え
ま
す
。
唐
房
は
い
わ
ば
チ
ャ

イ
ナ
タ
ウ
ン
で
し
ょ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
古
代
か
ら

中
世
に
移
り
変
わ
る
時
代
の
、
国
際
都
市
博
多
の
様
子

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
奥
書
は
書
写
に
関
す

る
断
片
的
な
記
述
が
主
で
す
が
、
こ
う
し
た
思
わ
ぬ
情

報
を
伝
え
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
戦
後
、
世
の
中
は
娯
楽
に
飢
え
て
い
ま
し
た
。
本
や

雑
誌
は
出
せ
ば
売
れ
る
状
況
で
、
内
容
も
哲
学
や
保
健

衛
生
に
関
す
る
も
の
か
ら
猥わ
い

雑ざ
つ

な
カ
ス
ト
リ
誌
ま
で
多

種
多
様
。
し
か
し
G
H
Q
の
検
閲
や
紙
不
足
な
ど
、
出

版
業
界
の
状
況
は
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
そ
れ
で
も
福
岡

に
は
検
閲
局
が
置
か
れ
た
た
め
、
印
刷
所
の
支
店
が
集

ま
り
ま
す
。
ま
た
製
紙
業
の
復
興
が
早
く
、
引
揚
げ
者

の
な
か
に
は
多
く
の
印
刷
技
術
者
が
い
ま
し
た
。
さ
ら
に

大
学
が
あ
る
こ
と
で
読
み
手
も
書
き
手
も
多
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
こ
の
頃
福
岡
で
は
多
く
の
出
版
物
が
つ
く
ら
れ

た
の
で
す
。『
特
別
編 

活
字
メ
デ
ィ
ア
の
時
代
―
近
代
福

岡
の
印
刷
と
出
版
』（
平
成
二
十
九
年
刊
行
）
で
は
、
戦
後

の
福
岡
の
元
気
な
出
版
事
情
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　『
資
料
編 

中
世
3
』
に
収
録
予
定
の
「
博
多
日
記
」

と
い
う
史
料
が
あ
り
ま
す
。
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
の

動
乱
を
考
察
す
る
う
え
で
必
須
の
史
料
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
合
戦
に
関
す
る
描
写
ば
か
り
で
は
な
く
、

い
ろ
い
ろ
と
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
収
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、
さ
ら
さ
れ
た
首
を
見
物
し
に
行
っ

た
女
性
が
、
死
ん
だ
武
将
に
取
り
憑つ

か
れ
て
し
ま
う
と

い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
は
、
現
代
の
心
霊
ス
ポ
ッ
ト
体

験
談
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
史
料
を
読
む
際
に
は
政
局
や
合
戦
の
状
況
な
ど
に
注

目
し
が
ち
で
す
が
、
当
時
の
人
々
が
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
し
て
日
常
を
過
ご
し
て
い
た
か
に
注
目
し
て
み
る
の

も
な
か
な
か
面
白
い
も
の
で
す
よ
。

　
平
成
三
十
三
年
刊『
民
俗
編
三  

夜
と
朝
』
の
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
資
料
を
調
べ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
昭
和

半
ば
の
福
岡
の
観
光
案
内
本
を
ひ
も
と
い
て
み
る
と
、
神

社
仏
閣
な
ど
の
史
跡
に
加
え
、
食
事
・
買
物
所
と
し
て
天

神
博
多
の
百
貨
店
、
夜
の
遊
び
方
と
し
て
中
洲
の
膨
大
な

バ
ー
・
キ
ャ
バ
レ
ー
を
紹
介
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
福
岡
に
は
昼
・
夜
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
み
方
が
あ
り
、
歴

史
は
古
い
し
料
理
は
美
味
い
し
お
ま
け
に
美
人
も
多
い

…
…
と
い
っ
た
語
り
口
で
、
想
定
読
者
は
出
張
・
転
勤
で

来
福
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
流
入

者
に
訴
求
す
る
福
岡
像
、
ま
た
は
彼
ら
が
口
々
に
伝
え
る

福
岡
の
体
験
が
、
現
在
の
「
福
岡
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
成

す
る
一
端
を
担
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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ナ
ナ
メ
読
み

今回の
ナナメ読みは

A5 判 上製本（函入り）1,000 頁
頒価 5,000 円（税込）

80
年
前
の
暮
ら
し
方
・
遊
び
方
―『
博
多
年
中
行
事
』
を
ひ
も
と
く

　
少
し
昔
の
博
多
で
は
、
春
先
に
タ
ニ
シ
と
ア
サ

ツ
キ
を
ま
ぜ
、
酢す

味み

噌そ

を
つ
け
て
食
べ
る
と
い
う

風
習
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
一
年
間

病
気
を
し
な
い
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
っ
た
の
で

す
。
し
か
し
環
境
の
変
化
で
身
近
に
タ
ニ
シ
が
い

な
く
な
っ
た
り
し
て
、
こ
の
風
習
は
廃
れ
て
い
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ち
ょ
っ
と
前
に
は
あ
た

り
ま
え
だ
っ
た
こ
と
も
、
街
や
人
の
暮
ら
し
方
が

変
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
急
速
に
失
わ
れ
た
り
変

容
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　『
新
修 

福
岡
市
史  

民
俗
編
一  

春
夏
秋
冬
・
起

居
往
来
』（
平
成
二
十
四
年
発
行
）
に
、『
博は
か

多た

年ね
ん

中じ
ゆ
う

行ぎ
よ
う
事じ

』
と
い
う
本
が
全
文
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
昭
和
十
年
に
発
行
さ
れ
た
本
で
、
著
者
で
あ

る
佐
々
木
滋じ

寛か
ん
さ
ん
は
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）

年
生
ま
れ
、
郷
土
史
研
究
を
志
し
、
博
多
・
福
岡

の
風
俗
の
研
究
を
リ
ー
ド
し
た
人
で
す
。
こ
の
本

に
は
、
昭
和
初
期
の
福
岡
市
と
そ
の
近
郊
で
行
わ

れ
て
い
た
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
、
年
中
行
事
の
ほ
か
、

四
季
折
々
の
行
楽
先
な
ど
が
月
ご
と
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
て
、
そ
の
頃
の
博
多
の
人
々
が
一
年
間
ど

う
や
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
と
え
ば
五
月
の
欄
を
見
る
と
、
松ま
つ

囃ば
や

子し

や
端

午
の
節
句
な
ど
の
お
な
じ
み
の
行
事
の
ほ
か
、
筥は
こ

崎ざ
き

宮ぐ
う
で
騎
射
祭
の
祭
典
が
、
百も
も
道ち

松ま
つ

原ば
ら
で
福
岡
県

の
青
年
団
の
総
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど

が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
五
月
の
行
楽
先
と
し
て
、

当
時
西
公
園
下
に
あ
っ
た
小こ

田た

部べ

邸
で
の
藤ふ
じ
見み

が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
田
部
邸
に
は
大
規
模
な

藤
棚
が
あ
り
、
藤
の
開
花
時
期
に
は
時
期
に
は
一

般
に
開
放
し
て
、
市
内
外
か
ら
大
勢
の
見
物
客
が

訪
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
た
っ
た
八
〇
年
の
間
に
福
岡
は
様
変
わ
り
し
、

結
果
と
し
て『
博
多
年
中
行
事
』は
当
時
の
様
子
を

知
ら
せ
て
く
れ
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　『
民
俗
編
一
』
で
は
ほ
か
に
も
、
昭
和
三
十
五

年
・
平
成
二
十
二
年
の
西
日
本
新
聞
に
掲
載
さ
れ

た
年
中
行
事
の
記
事
一
覧
や
、
平
成
二
十
二
年
に

市
内
で
行
わ
れ
た
祭
り・イ
ベ
ン
ト
等
の
総
覧
「
福

岡
市
歳
事
暦
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
少
し
昔
の

暮
ら
し
と
現
代
の
暮
ら
し
の
両
方
を
記
録
す
る
こ

と
で
、
何
が
な
く
な
り
何
が
変
化
し
何
が
今
も

残
っ
て
い
る
の
か
を
見
比
べ
よ
う
と
し
た
も
の
で

す
。
と
同
時
に
、『
博
多
年
中
行
事
』
が
今
の
私

た
ち
に
八
〇
年
前
の
様
子
を
伝
え
て
く
れ
る
よ
う

に
、『
民
俗
編
一
』
が
数
十
年
後
に
ひ
も
と
か
れ

た
時
、
読
み
手
に
と
っ
て
「
平
成
二
十
二
年
当
時

は
、
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
い
た
の
か
」
と
い
う

発
見
に
な
れ
ば
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

福岡市博物館  ミュージアムショップ（福岡市早良区百道浜 3丁目1-1）
 　092-823-2800

福岡市情報プラザ（福岡市中央区天神1-8-1 福岡市役所1階）　  092-733-5333
ジュンク堂書店 福岡店（福岡市中央区天神1-10-13）　  092-738-3322
黒木書店 長住店（福岡市城南区西長住 2-25-28）　  092-562-1052
黒木書店 七隈店（福岡市城南区七隈 8-12-16）　  092-871-2329

福岡市博物館 市史編さん室（福岡市早良区百道浜 3丁目1-1）
　 092-845-5245

そ
の
2

西公園下にあった「小田部の藤」
（福岡市博物館蔵／絵葉書「福岡名所」小田部の藤）
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　「一
いつ

身
しん

にして二生
しよう

を経
ふ

る」という言い方があります。
一人の人間が全く異なる二つの人生を生きる、あるい
は時代を生きるという意味ですね。もともとは福沢諭
吉が 1875（明治 8）年に著した『文明論之概略』の「緒
言」（序文）で述べたもので、少し前までは漢学を唯一
の学問とした者たちが、こぞって洋学者となっている
状況を表現しています。
　もちろん福沢は、手のひらを返したような 変ぶり
だと批判しているのではなく、西洋文明の奔流の前に、
翻弄されつつも流れに棹さすほかない人々の姿を、自
身の境涯も含めて、「一身にして二生」と表現したの
でしょう。
　その後の歴史をたどってみると、人にそのような感
慨を抱かせる時代精神の激変は、明治維新に限られる
わけではないことが分かります。1945年の敗戦を境に、
それまでの軍国少年（青年・壮年・老年）が、自由と民
主主義の徒として振る舞うようになった経験も、「一身
にして二生」でしょう。敗戦の年に生まれた私のよう
な場合はどうでしょうか。あまり意識されることはな
いようですが、経済の高度成長による日本列島の激変
こそは、私たちの「一身にして二生」ではないでしょうか。
　私が小学校高学年の頃、日本における農林漁業従事
者の割合は40%を超えていました（現在は4％台）。そ
う遠くない時期にイギリス並みになるよ、なんて教え
てくれる先生は皆無でした。産業革命の母国イギリス
では農業人口比率はとっくにひとけた。あの頃そんな
発言をしたら、教師ではなく予言者扱いだったでしょう。
　その頃といえば、ちょうど高度成長の入り口という
ことになります（1950 年代半ば）。経済学者の分析に
よれば高度経済成長はすでに始まっていたのですが、
庶民の実感からは結果論に過ぎません。ほとんどの日
本人にとっては、敗戦直後の食うや食わずの状況から
脱却して、ホッと一息つける状況になったとはいえ、
まだまだ日本は貧しく遅れていたのです。
　1955（昭和 30）年の日本はどんな社会だったでしょ
うか。高校進学率は全国平均でやっと 50％を超えた

ばかり、県によっては中学同級生の三分の二は高校に
進学しなかった（できなかった）時代です。道路は国
道・県道に限っても、約 6割が未舗装。乳児死亡率は
39.8、つまり 1,000 人のうち 40人弱の赤ちゃんが生
後一年以内に亡くなってしまう社会でした（現在は 1.9）。
　まるでどこかちがう国の話のようですね。そう、「過
去は外国である」とはこのことです。一人の人間（そ
れは私です）が、これだけ異なる時代を生きたとすれば、
「一身にして二生」の資格は充分にあるのではないで
しょうか（別に威張ることではないが）。
　それでは、今回のタイトルの「一身にして三生」って何？
　いい質問です。
　そのあともう一度、「一身にして二生」に相当する
変化があったというのが、私の仮説です。上で説明し
た「一身にして二生」が、クルマを持つことが庶民に
とって夢どころか、夢としてのリアリティすらない時
代から、どの家にもクルマがあることが当たり前の時
代への変化だとすると、そこからさらに、クルマを持
つことへの興味が失われた時代への変化とでもいえば
いいでしょうか。そして、私のような人間にとっては
「一身にして三生」ともいうべきこの変化が、わが福
岡の地の「元気」と大いに関わってくるのですが、長
くなるのでそれは次回に。



12

（福岡市博物館研究指導員）

　前回は、現在編さんしている『新修 福岡市史』
の出発点の一つとして、平成 10（1998）年 11 月 6
日に開かれた「福岡市文化賞」の表彰式があった
というエピソードをお話ししました。新しい「福
岡市史」について、庁内での検討はそれなりに進
んではいましたし、論議もあったのですが（このこ
とについては、田鍋隆男「『新修 福岡市史』が刊行され
るまで」『市史研究ふくおか』第 6号、2011 年、38 ペー

ジに詳しい）、これまで何度かお話ししてきたよう
に、昭和 34（1959）年から刊行が始まった『福岡市
史』の編さんがいつ終わるのか、はっきりしてい
なかったために、五

ご

里
り

霧
む

中
ちゆう

というか、右
う

顧
こ

左
さ

眄
べん

と
いうか、明確な展望に欠けていたことは確かだっ
たようです。そういう時に庁内の論議だけではな
く、庁外および民間の研究者からの直接の一押し
は、まことに時

じ

宜
ぎ

を得たものとなったように思え
ました。ただその頃、市史編さん室は市役所の総
務局統計課に所属していましたので、教育委員会
にいた筆者には、市長の具体的な指示内容につい
ても、予算要求書の内容についても分かりようは
なく、市長自らが必要性を確認し、具体的に指示
しようといった、その言葉を信じるだけでした。
信じるに足る理由はあったのです。それは次のよ
うな当時の状況を、筆者自身がよしとしていたか
らにほかなりません。
　まず文化面では、市制 100 周年記念の「アジア
太平洋博覧会（よかトピア）」が成

せい

功
こう

裏
り

に終わり、

福岡市の知名度は海外にも広まりました。この延
長として、福岡アジア文化賞の創設、アジア太平
洋センターの設置についで、福岡アジア美術館を
開館するなど、アジアの一員として、アジア文化
の顕彰が進められていきました。一方、スポーツ
面では、ユニバーシアード福岡大会をはじめとし
た大会を開催し、次代を担う世界の若人に福岡を
アピールするとともに、福岡ダイエーホークスを
誘致して、プロ野球への楽しみを再開させてもい
ました。さらには、アジア開発銀行福岡総会とい
う金融関係の国際会議や、九州・沖縄サミット福
岡蔵相会合を誘致するなど、多方面にわたって、
福岡市の地盤の底上げがなされていました。この
勢いで、地元福岡市の歴史・文化を集大成してく
れる（この場合は「福岡市史」の編さんということで
すが）ものと期待していたわけです。
　しかしながら、何事も思うようには進まないも
のです。「福岡市文化賞」の表彰式から 9日後には、
4年ごとの福岡市長選挙が行われることになってい
ました。選挙に関しては、たいした争点もないよ
うに思われましたし、筆者としてはただ、市史が
一歩前進するという事ばかりが頭にあって、市政
に変更はないとの期待感がありました。ところが
結果は、案に相違して市長の交代ということになっ
たのです。正直な印象をいわせてもらえれば、こ
の事態は市史編さん事業にとっては、とんでもな
い逆風になったと感じたものでした。

まちを記録する［シーサイドももち／中央区地行浜・早良区百道浜］
　前号の編集を始めたばかりの頃だったでしょうか。福岡市史編集委員会委員長でもある有馬学館長
より、「博物館が25周年ということもあるし、次の地域特集は “ココ ”でやれないかな」との相談が
ありました。……え？  “ ココ ”ってまさか百道浜の事ですか……？  正直最初は軽い気持ちで引き受
けたのですが、ご存じのとおり百道浜はまちができてまだ30年ほど。過去に特集として取り上げた
地域では、それぞれ違いはあれど、かなり古い時代から現代までの歴史を通史的に紹介してきたので
すが、今回は当然その手法は使えません。でもココでやるからには、お隣の百道やご近所の西新まで
入れたのでは意味がない。となると、近年まで海だった土地に、文字どおり「まちをつくった」シー
サイドももちエリアに限られる……。このような、ある意味特殊な来歴を持つまちの「歴史」をどの
ように紹介するのか、そもそもシーサイドももちに「歴史」はあるのか（この答えはどうぞ特集をご覧ください）。
編集担当一同、悩みに悩んで手探りのなか始めた取材方法は、まずシンプルにシーサイドももちの現状を記録
することでした。現在あるすべての建物はもちろん、モニュメントや橋の飾り、マンホール、道路、植栽と、
あらゆる場所をさまざまな角度から撮影し続け、結果、数カ月かけて撮ったシーサイドももち地区の写真は
5,400枚を超えました（6・7ページに「建物図鑑」として掲載した写真たちは、これでもほんの一部なのです）。まち
の現状を記録することは、その時点での地域の記憶や意味を記録することであり、また数十年後には地域の大
事な遺産の一つになるのではないでしょうか。また今回は初の試みとして、地域MAPを鳥瞰図風のイラスト
にしてみました（8ページ）。西鉄バスの種類や不自然に道を走るネコなど、意外に？ 細かい仕掛けがあります
ので、細部までじっくりご覧いただいて、ぜひこのまちを歩いてみてください。

海（北）からまち見るために、うみ
なかラインに乗ってみました

取材中、結婚式に遭遇

あとがき

文


